
酸性雨の土壌へ及ぽす影響

1．試験のねらい

　　1983年から1987年までの5隼間の降雨にっいて全国調査を行った緒果、国内ほぼ全土にわたっ

　て平均pH4台の雨が降っていることが明らかになった。現在のところ、この酸性雨による被害は

　顕在化していないとされているが、白根山地域における森林の衰退の原因のひとっとして大気汚染

　物質を含む雨や霧による影響が指摘されている。酸性雨が土壌に及ぼす影響を、黒ボク土と灰色低

　地土にっいて、人工酸性雨によるモデル実験を行い調査した。さらに、白根山の森林衰退地域にお

　いて土壌調査を行い、土壌の酸性化と森林衰退の関係にっいて検討した。

2．試験方法

　（1）人工酸性雨によるモデル実験（1991～1993年、年1回処理）

　　　黒ボク土及び灰色低地土を1／2000aワグネルポットに充填し、蒸留水及びpHユ0，3．5，4．

　　0に調製した希硫酸溶液を用い，週1回100mm降雨に相当する量を、連続15週にわたって点
　　滴かん水法によってかん水した。処理後，土壌から出る流出液を全量採取し、pH，E　C、陽イオ．

　　ン、陰イオンを測定した。土壌にっいては、pH，EC，Ex－Base，C　E　Cなどを毎年調査した。

　（2）白根山における土壌調査

　　　ダケカンバ林の衰退がみられる急傾斜地（A地点）と、針葉樹無蓑退の緩傾斜地（B地点）に

　　おいて行った。1992年8月3日に採取した土壌にっいては、pH，T－C，T－N，CEC，Ex－
　　Baseの調査を行い、1993年8月2日に採取した土壌にっいては、土壌溶液中のアルミニウムを
　　中心とした調査を行った。

3．試験結果及び考察

　（1）処理した希硫酸水のpHが低くなるにしたがい、流出液と土壌のpHは低下した（図一1）。そ

　　の割合は、黒ボク土において著しかった。

　（2）土壌の交換性アルミニウムは、処理した希硫酸水のpHが低くなるにしたがい増加した（図一

　　2）。その割合も、灰色低地土に比べて黒ボク土の方が大きかった。

　（3）植物の生育に害を与えると考えられているアルミニウムは、黒ボク土ではpH3．0処理の流出

　　液中において増加していたが、灰色低地土では一定の傾向はみられなかった。
（4）置換酸度は灰色低地土に比べて黒ボク土で顕著に増加していた（図一3）。

（5）以上のことから、本実験では、灰色低地土よりも黒ボク土の方が酸性化しやすいと結論した。

　　しかし、黒ボク土は林床の未耕地土壌であったが、灰色低地土は20年前までは水田として使用

　　された耕地土壌であったため、その影響がどのくらいでているのかはわからない。このモデル実

　　験では、SO．2一の負荷量として、1990年宇都宮市における湿性の酸性降下物中のSO，2一を基準

　　にすると、pH3．0の処理では41年分、pHユ5の処理では13年分、pH4．0の処理では4年分
　　の量を1年間で負荷していることになる。このような極端な処理を行ったために、土壌への顕著
　　な影響がみられたと考えられるので、現況ではすぐに被害が生じてくることはないが、長期的に

　　みると、酸性降下物の増加が予想されることからも、土壌の劣化が心配される。

（6）白根山のダケカンバ林の土壌にっいて調査を行った緒果、ポドゾル土壌に属していて、酸性土

　　壌であった。また、塩基含量がきわめて少なく、アルミニウム飽和度の高い土壌であることがわ

　　かった（表一1）。

（7）白根山のダケカンバ林の土壌から抽出した土壌溶液中のアルミニウムイオンの活動度の逆数の

　　対数（p（A13＋））と、’土壌溶液のpHとの関係を図一4に示した。その結果、土壌溶液中のア

　　ルミニウムの活動度とダケカンバ林の衰退との間には関連が認められた。したがって、ダケカン

　　バ林の衰退には土壌の酸性化も一因として関与していると推測され牟。

4．成果の要約
　　県内の代表的土壌である黒ボク土と灰色低地土にっいて、人工酸性雨を用いたモデル実験を行っ

た。その結果、処理した希硫酸水のpHが低くなる程、土壌の劣化が激しくなった。また、灰色低
地土に比べて、黒ボク土の方が酸性化しやすいと考えられた。

　　白根山のダケカンベ林衰退地の土壌は、酸性のポドゾル土壌であり、ダケカンバが衰退していた

地点の土壌では、土壌溶液中のアルミニウムイオンの活動度が大き牟った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者環境保全部伊藤和子）
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表一1 白根山土壌　分析繕果
図一4　土壌溶酒のp　Hとp｛A13．，との囚僚

PH T－C　T－N　CEC 欧一b醐

地　点　　■
｛H20）　　｛KC1，

　　　　　　　　　Ca　　　屹　　　　．K　　　屹　　　　＾I　　　”n
（9）　側　・・／1008・・／100ピ鵯／1008。㎎／1008・・／1008口／1008MO08

A－1　1｛0～7c－1〕

　　　2（7～19cI〕
　　　0｛19～26c■）

　　　4（2ト08㎝）

4，2

4．6

4．6

4．6

3．8

4．2

413

4．4

5，70

1，11

0，73

2．37

0，65

0，62

0，60

0，32

22，29

7，56

5．74
10．28

．0．856

0．257

0．309

0．蛆7

O．205

0．045

0．048

0．043

0．115

0．081

0．077

0．053

0．036

0．028

0．038

0．033

8，97

0，37

2，19

2．05

O．012

0，o04

0．007

0，010

A－2　1｛、0，501）

　　　2－5～1虹）

4．1　3．7

4．6　4．2

4，53　0．56　21，080．・7260．1720・1510・5577・98　0・018
1，21　0，07　7，570．3060．0500・1510・7373・58　0・006

8－1　110～5c■）
　　　2（5～20c■）

4．34．0　2，17　0．56　12，120・2620・0％0・120’0・034
4．64．3　1，39　0，36　7，660・3430・06ヨO・1070・119

4，83　　　　0．022

2，55　　　　　0．051

一120一


